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やっぱり違うね

　　プロの技

　町制施行100周年記念スポーツ・レクリェーションまつり

が、11月12日はテニスとバレーボールスクール、19日は野球

教室の順により総合運動場で開催されました。

　快晴に恵まれた会場には、有名な一流フロに会えるうえ、

直接指導を受けられるとあつて、小・中学生や家庭婦人など

たくさんの人が参加し、テニスの神和江　純先生、バレーボ

ールの中村昌枝・干葉勝美先生、そして野球では往年の名選

手、柴田　勲・平松政次先生らの模範フレイを見たり、ユー

モアを交えた「基本技術」の説明を受けるなど、実り多い１

日となりました。
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スポーツ･レクリエーションまつり

11月19日野球教室（総合運動場）
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言紐贈賢言斜言言賜願二言二回,万万回際奏惣物申惣

元巨人選手の柴田勲氏はバッティングを中心に一人

ひとりにフロのバッティングを伝授しました。

　農業祭

　11月18、19日（農協本所）

見事ないちごやごぽうなどに立止つて見入る
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町
内
の
小
・
中
学
校
に
町
の
木

「
え
の
き
」
が
記
念
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
の

　
　
　
記
念
植
樹

元大洋選手の平松政次氏は専門のピッ

チングをていねいに指導されました。

総合産業まつり
11月５日（総合運動場）
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生活上の悩みごとは

　　　6611ﾖ弓生委員99へ

〈町内で58名の民生委員が活躍されています〉

　
町
の
福
祉
活
動
を
行
う
民
生
委
員

五
十
八
名
が
、
厚
生
大
臣
か
ら
十
二

月
一
日
付
で
、
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
三
年
で
す
。

　
民
生
委
員
は
、
児
童
委
員
と
福
祉

委
員
も
兼
ね
、
主
な
仕
事
と
し
て
、

担
当
地
区
内
の
み
な
さ
ん
が
抱
え
て

い
る
生
活
上
の
苦
し
み
や
悩
み
ご
と

に
つ
い
て
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
・

助
言
を
行
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
、
役
場
や

専
門
福
祉
機
関
と
連
絡
を
取
り
、
社

会
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
と

お
し
て
、
だ
れ
も
が
明
る
い
社
会
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

蜜
噂
話
働
消
煮

①
生
活
保
護
等
の
相
談

　
収
入
が
少
な
く
、
預
貯
金
な
ど
も

な
い
た
め
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
入

②
老
人
に
つ
い
て
の
相
談

　
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
入
所
や
、
ね
た

き
り
・
独
り
暮
ら
し
・
痴
呆
性
老
人

に
対
す
る
援
護
や
各
種
相
談

③
身
体
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者
に
つ

　
い
て
の
相
談

　
手
帳
の
交
付
手
続
き
、
車
イ
ス
、

補
聴
器
な
ど
補
装
具
に
つ
い
て
の
相

談④
母
子
家
庭
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

　
手
当
、
医
療
に
関
す
る
こ
と

⑤
児
童
に
関
す
る
相
談

　
家
庭
内
の
悩
み
、
し
つ
け
、
教
育

非
行
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

－
ｌ
ｌ
以
上
の
よ
う
な
活
動
を
民
生

委
員
は
行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
上
の

悩
み
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当
地

区
の
委
員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

民
生
委
員
名
簿
　
（
Ｏ
印
は
新
民
生
委
員
）
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肺胞腿
の執行状況

平成元年度上半期
　　　　　　（平成元年９月30日現在）

　町では、町民の皆さんに財政の実態を知っていただくため、

毎年２回「壬生町の財政」を公表しています。

　今回は、元年度上半期（元年４月１日から９月30日）の財政

状況をお知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算現額　81億8,7目万9千円　　　　　　　　　　　　　　　，．　　　∂

八　　　　

収入済額（42傲,299万9千円）　　　　　　　収入率51.6％

繰　　入　　金

繰　　越　　金

国庫支出金

町　　　　　債

県　支　出　金

地方譲与税

　諸　　収　　入

　自動車取得税
　交　　付　　金

－使用料及び
　　　　　手数料

　財　産　収　入

利子割交付金

分担金及び負担金

ゴルフ場利用税
交　　付　　金

交通安全対策
特別交付金

寄　　附　　金

ぷ
目
ｙ
げ
／

目憧9,936万8千円

　　　　　　　（O円）　0％

/3億6,771.万丿千

;･(

‥

5億≒………ii6,'57万:6午 　137.8％　l

－-･-.－＿＿__」

0％

町税のうちわけ(収入済額)

16.2％

　　町たばこ税2.2％

3億2,』59万6千円

　(5,9｢6万5千円｣

2億9,990万円

　　　　(0円)

2億6,802万5千

　(5,383万円)

18.4％

20.1％

2億|,300万円

(3,444万5千円)

1混1詔

）42S
4･9197i3惣

1憧1･000万円　50.8％

(5,591万3千円)

8,990万3千円

(6,622万9千円)
73.7％

　7’089万8千円　70 4％

（4,990万5千円）　’゜

7,000万円

(2,799万5千円)
40.0％

6,782万7千円　　　　。

（3,480万8千円）　51゛3％

　4,300万円

　(2,155万円)

』,000万円

50.1％

i422涵）　42.2％

2千円

(O円)
o％



順
調
に
工
事
が
進
む

し
尿
処
理
謳 固圀!聡3

一般会計予算
予算現額81億8,7目万9千円　　　　　　　　執‾率25 9％
支出済額（21f　l,832万9千円）　　　　　　　　　

［44::が］

隅
�
葱

土　　木　　費

総　　務　　費

教　育　費｀‾

衛　　生　　費

公　　債　　費

民　　生　　費

消　　防　　費消　　防　　費

農林水産業費

商　　工　　費

議　　会　　費

労　　働　　費

予　　備　　費

災害復旧費

諸　支　出　金

-

32.9％レ

33.9％

27億5,841万3千円

(2億6,171万5千円)

四

目億8,430万8千円

(3億9,012万8千円)

㎜

10憧4,772万2千円

(3億5,536万9千円)

圖麗圖‐|圖�圖圖圈圖麗

10億2,268万9千円

(2憧4,339万|千円)
へ23.8％

特別会計予算の
　　執行状況

宍宍二上

塵言言朧胆胆皿胆皿諮囲m鸚賠朧謳
‾千言票

42.9％

　3億4川6万2千円

(1億5,256万8千円)

(単位：千円)

予算現額
収入貴顕
(収入率) 支出済額(執行率)

｜

！

－

| 国 民 健 康 保 険

ﾐ

φ ﾝ ♂ ⇔ ♂ ﾝ ﾝ ♂ ゝ ? ゝ ♂ ゝ ゝ ♂ ゝ ゝ ♂ 占 ゝ ♂ ゝ ゝ ♂ ゝ φ ♂ ゝ ﾝ 《 ゝ ♂ ゝ ♂ ゝ ♂ ﾝ 《 φ y % ♂

1,536,302
792,023
(51 .6％)

557,884
(36.3％)

§

恕 1,184,057
225,184

(19.0％)

263,341

(22.2％)

尚 肖謙 1,265,524
500,971
(39.6％)

501,854

(39.7％)

ii
ill4

量
jJI

1,446
　　827

(57.2％)
　1,360

(94,1％)

§

忿

尚i

言総総言|

肖 氷|

28,630
20,331

(71 ,0％)

10,854

(37.9％)

Ｋ

ｇ

ｌ

収益的収支

　　415,263

事業収益

　　148,158
　　(35.7％)

事業費用

　133,812
　(32.2％)

資本的

収入52,430
支出157,944

収入

　　36,905
　(70.4％)

※支出－-
　　61,089
　(38.7％)

※収支の

不足額は

一般会計

から運用

44.7％

3t,078万4千円

(6,091万3千円)
』9.6％

|億3,699万9千円

(4,438万1千円)

　|憶3,696万円

　(6,596万5千円)

32.4

48.2％

ﾂﾞ腐心ぺ

　2'000;;
)n%|

　3oo万3ぶ;
)o%

31;
)0%

※資本的収支の収入額が資本的支出額に対して不足

　する額は､過年度･当年度損益勘定留保資金で補で
　んしました。

壬生町民憲章　１．思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります
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生涯学習……母親はサークルなどの団体学習

　　　　……父親は仕事中心の個人学習

　
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
落
介
功
会
長
）

の
調
査
部
で
は
、
町
内
の
小
・
中
・

高
校
の
父
母
の
家
庭
に
お
け
る
学
習

状
況
を
調
査
し
、
今
後
の
教
育
活
動

の
方
向
を
考
え
る
資
料
に
し
よ
う
と
。

　
「
保
護
者
の
家
庭
に
お
け
る
学
習
状

況
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
大
部
分
の
父
母
は

教
養
や
趣
味
と
し
て
の
生
涯
学
習
を

必
要
と
考
え
て
お
り
、
父
親
は
個
人

学
習
、
母
親
は
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団

体
学
習
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
常
生
活
の
知
識
や
情
報
を
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア

で
得
て
昂
る
反
面
、
趣
味
や
教
養
の

た
め
に
読
書
を
し
て
は
い
る
か
、
父

親
は
仕
事
関
係
の
専
門
書
や
参
考
書
、

母
親
は
生
活
や
子
供
教
育
の
た
め
の

読
書
と
い
う
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
七
月
十
三
日
、
町

内
八
小
学
校
、
二
中
学
校
と
壬
生
高

　
（
町
内
在
住
）
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
中

か
ら
、
等
間
隔
抽
出
法
に
よ
り
選
び

出
し
た
計
六
〇
〇
家
庭
の
父
母
を
対

象
に
、
調
査
票
を
児
童
生
徒
を
通
し

て
配
布
、
回
収
と
い
う
方
法
で
行
い
、

記
入
さ
れ
た
調
査
票
は
、
各
学
校
で

集
計
票
に
記
入
し
て
、
八
月
一
日
ま

で
に
町
Ｐ
連
調
査
部
に
提
出
さ
れ
た

も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

心゛

機影
「
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
を
続

け
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
考

え
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

生涯学習に対する考え方

父親

母親

　
生
涯
学
習
の
必
要
性
に
っ
い
て
「
必

要
で
あ
る
」
が
最
も
多
く
、
六
七
・

九
％
。
「
非
常
に
必
要
」
の
二
八
・

四
％
を
合
わ
せ
て
、
九
六
・
三
％
の

大
部
分
の
父
母
が
必
要
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
父
母
別
に
見
る
と
、
父
親
の
方
が

母
親
よ
り
「
非
常
に
必
要
」
と
考
え

て
い
る
割
合
が
ズ
∵
三
％
と
多
い
。

あ
な
た
は
、
主
に
ど
ん
な
目
的

で
学
習
し
た
い
と
思
い
き
す
か
。

学
習
内
容
の
目
的
と
し
て
「
教
養

を
高
め
る
た
め
」
が
最
も
多
九
五
四

・
几
％
。
父
母
と
も
家
族
構
成
及
び

年
齢
的
な
関
係
か
ら
生
涯
学
習
の
内

容
や
目
的
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。

　
次
に
多
い
の
は
「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ノ
之
や
趣
味
を
楽
し
む
た
め
」
が
、

二
七
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。

櫛）学習方法

ど
の
よ
う
な
方
法
で
学
習
し
た

い
と
思
い
き
す
か
。

父親

母親

　
半
九
・
二
％
が
フ
同
好
者
に
よ
る

サ
ー
ク
ル
で
話
し
合
っ
た
り
、
団
体

活
動
に
参
加
」
を
、
次
に
三
三
・
六

％
が
「
個
人
で
学
習
」
す
る
こ
と
を

希
望
し
て
い
る
。

　
父
母
別
に
み
る
と
、
父
親
は
自
主

的
な
個
入
学
者
を
、
母
親
は
企
画
さ

れ
た
も
の
や
同
好
者
と
い
う
外
部
で

の
組
織
体
に
よ
る
字
習
方
法
を
望
ん

で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
）

糎蚕
毎
日
の
生
活
で
必
要
な
知
識
や

情
報
を
何
か
ら
得
て
い
ま
す
か
。

　
生
活
の
情
報
収
集
方
法
に
つ
い
て

は
、
「
新
聞
」
が
最
も
多
く
四
三
・

九
％
。
次
に
テ
レ
ビ
が
三
七
・
三
％
。

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
は
速
報
性
が
あ

り
、
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
し
た
現
代
ら

し
さ
を
単
的
に
表
し
て
い
る
。
ま
た
、

新
聞
が
知
識
や
情
報
を
細
部
に
ね
だ

り
正
確
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
手
段

と
し
て
、
多
く
の
人
か
ら
活
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
を
読
む
目
的
は
何
で
す
か
。

本
を
読
む
目
的

薬
煎

壬生町民憲章　１．働くことによろこびをもち豊かな生活をきずきます



本
を
読
む
目
的

居
然

　
読
書
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
「
家

庭
、
日
常
生
活
に
必
要
な
知
識
を
得

る
た
め
」
が
二
五
一
三
％
と
最
も
多

く
、
次
に
「
趣
味
を
楽
し
む
た
め
」

二
四
・
一
％
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

　
父
母
別
に
み
る
と
、
「
家
庭
、
日

常
生
活
に
必
要
な
知
識
を
得
る
た
め
」

が
、
母
親
は
三
二
・
四
％
で
父
親
の

十
八
％
を
上
回
っ
て
い
る
の
に
封
し
。

「
職
業
に
必
要
な
知
識
を
得
る
た
め
」

皿
　
で
は
、
父
親
加
号
丁
三
％
と
高
い
。

、
４
　
父
親
は
仕
事
や
趣
味
、
教
養
の
た

み
め
に
読
書
を
し
、
母
親
は
生
活
や
趣

報
味
の
ほ
か
、
子
供
の
教
育
に
関
し
た

広
も
の
も
よ
く
読
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か

|llllllllllⅢ|||Ⅲ7 1111HIIlilllllllllllllllllllllll目

　　　‐薗四

過
去
一
年
間
に
読
ん
だ
本
を
分

野
別
に
冊
数
を
記
入
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
雑
誌
を
除
く
）

　
　
示
説
」
加
号
∵
七
％
と
最
も

高
い
比
率
を
示
し
、
特
に
母
親
は
小

学
校
低
学
年
で
三
八
・
四
％
、
中
学

校
四
三
・
七
％
と
目
だ
っ
て
い
る
。

　
父
親
は
専
門
書
が
二
六
こ
二
％
（
二

竺
と
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
。

　
読
書
冊
数
で
は
、
一
～
十
冊
加
多

く
、
父
親
四
四
・
九
％
、
母
親
四
九

・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

僣薗
そ
の
本
は
、
主
に
ど
こ
で
入
手

し
ま
し
た
か
。

　
書
店
か
ら
の
購
入
が
、
父
双
六
二

・
六
％
、
母
親
五
丁
一
％
で
全
体

で
五
七
・
二
％
と
高
比
率
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
小
半
校
の
母
親
が
図
書
館

を
多
く
利
用
す
る
の
は
、
予
価
の
教

育
と
関
係
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
。

毎
月
購
読
し
て
い
る
雑
話
あ
っ

た
ら
雑
誌
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

中・高）複数の回答（冊数）

　　母親

高/j

Ｐ　Ｈ　Ｐ　　２４(哲学)

家　の　光　　13(総介)

募しの手帳　　9(家政)

オレンジページ7(家政)

婦人百科　　　7(婦人)

家庭画報　　7(μ　)

エ　ッ　セ　　6(　μ　)

11(経済)

9(哲学)

8(総合)

7(　μ　)

6(農業)

ｊ
ｊ

μ
μ

ぐ
ぐ
６
６

全体（小低・

父親

プレジデント

Ｐ　Ｈ　Ｐ

家　の　光

文芸春秋

現代農業

くらしと農業

趣味の園芸

　
折
詰
の
内
容
を
み
る
と
、
職
業
平

地
誠
に
特
徴
が
現
わ
れ
、
父
親
は
技

術
工
学
や
経
済
、
農
業
関
係
を
、
ほ

親
は
婦
人
、
家
政
関
係
と
哲
学
宗
教

の
祖
語
を
購
読
し
て
い
る
。

傑⑥
本
を
読
み
た
い
が
、
な
か
な
か

読
め
な
い
理
由
は
…
…

　
読
み
た
い
と
思
っ
て
も
読
め
な
か

っ
た
理
由
と
し
て
は
、
「
読
む
時
間

が
な
か
っ
た
」
が
父
親
六
二
％
、
母

親
六
七
・
一
％
も
あ
り
、
現
代
社
会

の
多
忙
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

読
書
感
想
交
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
　
五
味
田
君
最
優
秀
賞

　
財
団
法
人
総
合
初
等
教
育
研
究
所

主
催
（
文
部
省
接
接
）
の
第
十
三
回

　
「
て
の
ひ
ら
文
庫
賞
」
読
書
感
想
文

金
国
コ
ン
ク
ー
ル
（
応
募
総
数
六
万

百
六
十
二
点
）
に
お
い
て
、
本
町
の

五
味
国
歌
君
壬
生
小
一
年
）
が
、

て
の
ひ
ら
文
庫
指
定
図
書
部
門
で
最

　
多
感
な
少
年
時
代
に
、
じ
っ
く
リ

言
四
書
を
楽
し
む
ゆ
と
り
が
な
い
の

は
寂
し
い
こ
と
で
す
ね
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
で
は
毎
年
ど
の

く
ら
い
の
本
や
折
詰
が
発
行
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
㈹
出
版
科
学

研
究
所
の
推
定
で
は
、
昭
和
六
十
三

年
中
の
発
行
部
数
は
、
書
翰
的
十
四

億
四
千
六
万
五
卜
六
万
部
、
折
詩
的

四
十
二
億
四
千
四
十
四
万
邦
だ
そ
う

で
す
。

　
お
お
ま
か
な
勘
定
で
す
が
、
文
宇

言
心
め
な
い
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
含
め
て
、

年
間
に
一
人
当
た
り
需
給
十
二
部
、

雑
誌
三
十
五
部
く
ら
い
を
購
読
し
た

優
秀
賞
を
、
同
優
秀
貨
に
鈴
木
香
織

さ
ん
（
壬
生
小
一
年
）
、
同
優
良
貨

に
大
橋
洋
笑
さ
ん
（
壬
生
小
一
年
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

学
校
賞
と
し
て
壬
生
小
学
校
が
佳
作

校
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

計
算
に
な
り
ま
す
。

　
　
淫
雨
離
れ
時
代
〃
と
い

久
し
く
な
り
ま
す
が
、
出
版

良
年
に
比
べ
て
書
籍
二
・
七

雑
誌
四
・
五
％
増
と
な
っ
て

い　％部わ　１

ま増数れ　ｌ

す　｀は　て　　l

.-乙.....-.-.-.-.-.-.-.-.....-j

　
そ
う
い
え
ば
最
近
は
文
庫
本
が
ブ

ー
ム
だ
そ
う
で
、
電
車
の
中
や
、
フ

ァ
ー
ス
ト
・
フ
ー
ド
の
店
で
食
事
を

し
な
が
ら
、
文
庫
本
を
読
ん
で
い
る

若
者
の
姿
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります
１

壬生町民憲章



||目||||Ⅲlllllr｣|田|聞||目|目18 11111dlNIII出li川ぶみ報広
| | | | | I N I I I I I I I I I I I 目 | | | 川 | | 目 Ⅲ | | l l l l l l l l l Ⅲ | 目 | | l i l l r l l l l l l l l

あ
き
ら
め
ず
に

　
任
意
加
入
を

①
６
０
歳
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
し
て

　
も
年
金
を
受
け
る
に
必
要
な
資
格

　
期
間
に
少
し
足
り
な
い
。

②
資
格
期
間
は
満
た
し
て
い
る
が
、

　
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
期
間
や

　
カ
ラ
期
間
が
あ
り
、
満
額
の
年
金

　
を
受
け
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち

の
方
、
あ
き
ら
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
６
０
歳
以
上
の
人
で
も
６
５
歳
に
な
る

ま
で
の
間
な
ら
、
希
望
に
よ
り
国
民

年
金
に
加
入
で
き
る
か
ら
で
す
。
こ

れ
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
①
、
②
の

人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
年
金
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
満
額
の
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
任
意
加
入
で
き
る
の
は

長
く
て
も
５
年
間
。
残
念
な
が
ら
、

こ
れ
を
超
え
た
期
間
に
っ
い
て
は
あ

き
ら
め
て
い
た
だ
く
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
く
れ
ぐ
れ
も
「
国

民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
」
の
な

い
よ
う
、
日
頃
か
ら
気
を
つ
け
ま
し

こ
ん
な
に
大
切
／

国
民
年
金
保
険
料

一
、
お
年
寄
り
を
守
る
た
め
に
…
…

　
国
民
年
金
制
度
で
は
、
若
い
世
代

が
お
年
寄
り
の
世
代
を
支
え
ま
す
。

現
在
の
お
年
寄
り
の
年
金
は
、
私
た

ち
が
納
め
た
保
険
料
が
財
源
で
す
。

ニ
、
自
分
と
家
族
を
守
る
た
め
…
…

　
国
民
年
金
に
は
、
私
た
ち
白
身
、

そ
し
て
家
族
の
生
活
を
守
っ
て
く
れ

交
通
安
全
家
族
会
議

　
交
通
事
故
は
ハ
割
以
上
が
人
的
な

原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
事
者

の
「
ち
ょ
フ
こ
の
無
理
」
「
ち
ょ
っ

と
の
油
断
」
が
死
亡
事
故
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
交
通
事
故
の
加
害
者
に

も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
に
、

家
族
ぐ
る
み
で
「
ヒ
ヤ
ッ
」
と
し
た

り
、
「
ド
キ
ッ
」
と
し
た
と
き
の
体

験
を
語
り
合
い
、
ど
う
し
て
そ
う
な

っ
た
の
か
、
機
会
あ
る
ご
と
に
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

〔
筒
㈲
ザ
声
〕
役
場
住
民
譚
国
民
年
金
係

　
　
�
八
二
－
一
二
Ｉ
二
四
内
線
一
一
九

　
る
三
つ
の
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
普
段

　
か
ら
キ
チ
ン
と
保
険
料
を
納
め
て
い

　
れ
ば
の
話
で
す
。
保
険
料
を
納
め
て

　
い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受

　
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
①
６
５
歳
（
6
0
歳
）
に
な
っ
た
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
齢
基
礎
年
金

　
②
病
気
や
ケ
ガ
で
原
告
が
残
っ
た
と

　
　
き
　
　
　
　
　
　
障
害
基
礎
年
金

③
一
家
の
働
き
手
を
亡
く
し
た
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
遺
族
基
礎
年
金

一
二
、
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る
た
め

　
　
に
…
…

　
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
一
部
は
、

私
た
ち
の
住
宅
・
療
養
施
設
・
厚
生

福
祉
施
設
な
ど
の
建
設
に
、
融
資
資

金
と
し
て
還
元
さ
れ
ま
す
。
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
は
、
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

－
１

ｉ

　
家
族
の
だ
れ
も
が
交
通
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
周
囲
の
状
況

を
的
確
に
っ
か
ん
で
、
お
互
い
を
思

い
や
る
心
で
行
動
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。

徽辿拍蝕し

麹5/い/ろ/⑩

ノ
ド

゛脱税″は

社会公共の敵
一

所
得
税
や
法
人
税
な
ど
は
、

副.六万

者
が
自
ら
税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所

得
と
税
額
と
を
正
し
く
計
算
し
て
申

告
し
、
納
税
す
る
と
い
う
「
申
告
納

税
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
大
部
分
の
納
税
者
は
適
正
な
申
告

と
納
税
を
し
て
い
ま
す
が
、
中
に
は

申
告
し
な
け
れ
ば

告
し
な
か
っ
た
り

｀し・

け
な
い
の
に
申

誤
っ
た
申
告
を

し
た
り
、
あ
る
い
は
故
意
に
過
少
な

申
告
を
す
る
納
税
者
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
国
税
局
や
税
務
署
で

は
的
確
な
調
査
を
行
い
、
申
告
に
誤

一 一 ･

り
や
不
正
か
お
る
場
合
に
は
、
正
し

い
申
告
に
改
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
に
悪
質
で
大
口
な
納
税

者
に
対
し
て
は
、
不
足
し
て
い
る
税

金
を
納
め
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、

刑
事
罰
を
も
科
す
こ
と
を
目
的
と
し

た
査
察
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
右
京
調
査
と
は
、
悪
質
で
大
口
な

脱
税
を
し
て
い
る
疑
い
の
あ
る
者
に

対
し
、
犯
罪
捜
査
に
準
じ
た
方
法
で

行
わ
れ
る
特
別
な
調
査
で
す
。

　
脱
税
者
が
い
か
に
巧
妙
な
脱
税
を

企
て
て
も
、
両
夫
に
当
た
る
国
税
査

察
官
の
も
密
で
系
統
だ
っ
た
調
査
技

法
に
よ
り
、
必
ず
そ
の
脱
税
は
発
見

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
刑
事
浙

件
と
し
て
検
察
官
に
告
発
さ
れ
、
裁

判
で
有
罪
に
な
る
と
、
本
校
や
重
加

算
税
、
延
傍
机
を
納
め
る
ば
か
り
で

な
く
、
懲
役
や
罰
金
の
刑
罰
が
科
さ

れ
ま
す
。

　
　
「
脱
税
は
犯
罪
で
す
ご
国
民
一
人

ひ
と
り
が
所
得
に
応
じ
て
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
税
金
を
、
不
当
に

免
れ
る
こ
と
は
、
正
し
い
申
告
と
納

税
を
行
っ
て
い
る
善
良
な
納
税
者
を

裏
切
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
近
年
、

脱
税
事
件
の
判
決
で
は
、
執
行
猶
予

の
付
か
な
い
実
刑
判
決
が
増
え
て
い

ま
す
。



　
　
　
　
　
古
代
ロ
マ
ン
に
触

‐

’

‐ ‐
｀

て

ー――Ｊ―
－
―
‐

三
五
〇
〇
人
が
来
館

　
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
十
月

八
日
か
ら
大
月
十
九
日
ま
で
の
三

ト
五
日
間
に
わ
た
り
、
第
三
回
企
画

展
と
し
て
「
し
も
つ
け
の
は
に
わ

人
た
ち
」
を
催
し
ま
し
た
が
、
過
去

二
回
行
っ
た
企
画
展
を
大
幅
に
上
回

る
三
五
〇
〇
入
も
の
入
場
者
を
記
録

し
、
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
同
企
画
展
は
、
県
内
で
出
土
し
た

〔
写
真
〕
子
供
た
ち
も
た
く

さ
ん
来
館
し
ま
し
た
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武
田
鉄
矢

　
　
コ
ン
サ
ー
ト

人
物
は
に
わ
を
中
心
に
六
十
五
点
を

展
示
し
ま
し
た
。
中
で
も
昭
和
五
年

に
安
塚
地
区
で
出
土
し
、
現
在
、
東

京
国
立
溥
物
館
所
蔵
の
「
盛
装
し
た

男
」
が
、
約
六
十
年
ぶ
り
に
還
暦
里

帰
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
オ
ー
プ

ン
時
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
来
館
さ

れ
ま
し
た
。

　
資
料
館
は
、
常
設
展
を
は
し
め
年

二
回
、
企
画
展
と
特
別
展
を
企
画
し

豊
か
な
歴
史
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
壬
生

の
文
化
財
を
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
資
れ

館
へ
温
か
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

一第七景朱夏を過ぎて白秋ヘー

◇日　　時　１月21日州　開場　午後６時から

　　　　　　　　　　　開演　午後6時30分

◇会　　場　壬生中央公民館犬ホール

◇問合せ先　壬生中央公民館�82一肌08欧）

図

ド

り⑥

四
ゆ
う
が
お
・
み
ぶ

　
　
好
調
な
す
べ
り
出
し

　
先
月
１
５
日
に
始
ま
っ
た
四
ゆ
う
が

お
・
み
ぶ
の
巡
回
も
、
は
や
二
巡
目
。

　
巡
回
日
程
の
Ｐ
Ｒ
不
足
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
す
で
に
二
千
冊
を
超

す
利
用
が
あ
り
、
ホ
ツ
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
あ
ら
た
め
て
、

　
ふ
Ｉ
ゆ
う
が
お
‐
r
t
＆
利
用
の
ご

あ
ん
な
い
、
を
し
て
み
ま
し
よ
う
。

Ｏ
本
を
借
り
る
に
は
…
…
…

　
〇
貸
出
券
が
必
要
で
す
。

　
〇
本
館
と
各
巡
回
箇
所
の
い
ず
れ

　
に
も
使
え
る
共
通
の
券
で
す
。

　
○
ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
も
、
当

　
日
申
込
め
ば
す
ぐ
借
り
ら
れ
ま
す
。

Ｏ
借
り
て
い
ら
れ
る
期
間
は
…
…
…

　
○
次
の
巡
回
ま
で
で
す
。

　
〇
貸
出
の
于
続
き
の
際
、
返
却
日

　
付
を
押
し
た
し
お
り
を
お
渡
し
し

　
て
い
ま
す
。

　
○
三
月
ま
で
の
巡
回
日
程
表
は
、

　
移
動
図
書
館
当
日
、
お
よ
び
本
館

　
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

○
借
り
ら
れ
る
冊
数
は
…
…
…

　
〇
原
則
と
し
て
一
人
５
冊
ま
で
。

　
Ｏ
本
館
で
５
冊
借
り
て
い
た
ま
ま

　
移
動
図
書
館
で
も
５
冊
ま
で
借
り

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
ど
ん
な
本
が
あ
る
の
…
…
…

　
ｏ
小
学
校
を
巡
回
場
所
に
し
て
い

　
ま
す
が
、
こ
ど
も
か
ら
大
人
向
の

　
本
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
○
外
側
の
棚
に
は
、
小
説
や
手
芸

　
料
理
と
い
っ
た
実
用
言
を
中
心
に

　
大
人
向
の
本
を
積
ん
で
い
ま
す
。

　
ｏ
内
側
の
棚
に
は
、
よ
み
も
の
や

　
絵
本
を
中
心
と
し
た
こ
ど
も
向
の

　
本
を
、
合
わ
せ
て
二
千
五
百
冊
は

　
ど
積
ん
で
い
ま
す
。

○
読
み
た
い
本
が
な
い
時
は
…
…
…

　
〇
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ｏ
リ
ク
エ
ス
ト
は
電
話
で
も
受
付

　
け
ま
す
が
、
ど
こ
の
巡
回
場
所
を
Ｉ

　
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
は
っ
き

　
り
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
〇
巡
回
当
日
の
午
前
中
に
申
込
ま

　
れ
れ
ば
、
書
架
に
あ
る
本
な
ら
、

　
そ
の
日
の
う
ち
に
手
に
す
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

※
み
な
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え

お
近
く
の
移
動
図
書
館
を
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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食事と健康⑧
ｊ
フ
す
昧
〃
の
す
す
め

日
本
人
は
、
一
般
的
に
塩
分
の
と

多
く
、
脳
卒
中
の
作
」
率
ワ
ー
ス
ト

ー
と
い
う
汚
名
ま
で
き
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
脳
卒
中
を
は
じ
め
、
い
ろ
い

ろ
な
成
人
病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

子
供
の
こ
ろ
か
ら
う
す
昧
に
慣
れ
て

い
る
こ
と
が
、
一
つ
の
カ
ギ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
う
す
昧
は
、
お
母
さ
ん
万
の
作
る

料
理
が
基
礎
に
な
り
ま
す
。
毎
日
の

食
事
が
、
塩
分
も
糖
分
も
控
え
た
「
う

す
昧
料
理
」
で
あ
る
こ
と
。
つ
ま
り
、

外
食
で
な
く
、
加
工
良
‥
皿
で
も
な
い
、

自
然
の
食
品
の
持
ち
昧
を
生
か
し
た

料
理
を
工
夫
す
る
こ
と
。
こ
の
心
が

り
す
ぎ
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
　
　
け
を
し
で
い
く
だ
け
で
も
、
成
人
病

で
も
栃
木
県
は
、
全
国
平
均
よ
り
も
　
　
は
必
ず
減
る
は
ず
で
す
。

正
確
な
現
状
把
握
は

　
　
　
的
確
な
将
来
予
測

　
　
　
　
第
二
十
七
回
栃
木
県

　
　
統
計
大
会
開
く

　
二
十
一
世
紀
に
向
っ
て
、
高
齢
化

社
会
へ
の
移
行
、
高
度
情
報
化
、
国

際
化
の
進
展
と
い
う
時
代
に
対
処
し

て
い
く
た
め
、
正
確
な
現
状
把
握
と

的
確
な
将
来
予
測
が
不
可
欠
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
指
標
を
提
供
す
る
統
計
の

役
割
を
認
識
し
よ
う
と
、
ト
ー
月
八

　
　
　
　
　
　
　
）

　
自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
守
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
毎
日

の
食
事
が
長
い
年
月
の
間
に
、
わ
た

し
た
ち
の
健
康
に
大
き
く
関
与
し
て

い
ま
す
。
子
供
の
こ
ろ
か
ら
、
食
物

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
身
に
っ

け
て
お
け
ば
、
良
い
食
品
を
上
手
に

選
択
し
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
一
生
、

栄
養
面
か
ら
の
健
康
は
管
理
で
き
る

で
し
ょ
う
。

　
成
人
病
が
若
年
化
し
て
い
る
現
在

わ
た
し
た
ち
大
人
は
ノ
目
分
た
ち
の

食
生
活
を
見
直
す
と
同
時
に
、
食
物

に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
子
供
た
ち

に
持
た
せ
る
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

日
栃
木
会
館
に
お
い
て
、
第
二
脂
七

回
栃
木
県
統
計
大
会
が
、
県
及
び
県

統
計
協
会
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
席
1

‐
‐
、
昭
和
六
十
三
年
住

完
統
計
調
査
（
市
町
村
の
部
）
で
壬
生

町
が
、
ま
た
、
統
計
グ
ラ
フ
栃
木
県
Ｊ

ン
ク
ー
ル
ー
般
の
部
で
、
河
野
辺
敏

雄
さ
ん
呆
丸
二
丁
目
）
が
「
ガ
ン
告

知
揺
れ
動
く
心
理
」
で
人
選
四
席
に

入
り
、
知
事
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
統
計
調
査
員
と
し
て
永
年

に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
奈
川
正
光
さ

ん
晏
塚
）
に
は
、
栃
木
県
統
計
協
会

名
誉
貪
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
会
の
要
望
相
次
ぐ

　
　
町
政
懇
談
会
開
催

　
町
内
各
自
治
会
の
抱
え
る
行
政
問

題
や
要
望
な
ど
を
直
校
訂
に
お
願
い

し
解
決
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
場
に
は
、
自
治
会
長
約
五
十
人

が
参
加
し
、
町
か
ら
は
柚
井
町
長
以

下
。
〒
名
の
町
執
行
部
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
懇
談
合
は
、
自
治
会
側
か
ら
事
前

に
文
書
で
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
意

見
ご
要
望
に
つ
い
て
、
町
執
行
部
が

　
町
白
め
会
連
合
会
（
石
川
昭
三
会

長
ブ
王
催
の
町
政
懇
談
会
が
十
一
月

十
四
日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

｀ 心

回
答
す
る
形
式
で
行
わ
れ
、
各
自
治

会
長
か
ら
活
発
な
意
見
・
要
望
が
相

次
い
で
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　　　老人の方ヘ

クリスマス・プレゼント

　「福祉事業に使ってください」と呉羽

合繊（株）では、老入用福祉機器40万円相

当（マツサージ器フ台､磁気敷布フ枚､血

圧計フ台）をクリスマスが近づいた12月

７日町長室を訪れ、町へ寄付されました。
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「
明
日
に
向
っ
て
伸
び
ゆ
く
栃
木
」

を
基
本
テ
ー
マ
に
、
ふ
る
さ
と
マ
ロ

ニ
エ
フ
ェ
ア
８
９
が
、
十
月
二
十
七
日

か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ

た
り
、
県
立
宇
都
宮
産
業
展
示
館
（
マ

四
二
エ
プ
ラ
ザ
）
で
開
幕
。
県
内
各

地
の
特
産
品
や
伝
統
工
芸
晶
、
農
産

品
、
そ
し
て
、
郷
土
芸
能
や
工
芸
の

　
十
月
二
十
九
日
か
ら
三
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
た
、
第
二
回
栃
木
県

熟
年
軟
式
野
球
大
公
言
十
戒
以
上
、

下
野
新
聞
社
主
催
）
に
お
い
て
、
本

町
か
ら
出
場
し
た
壬
生
ク
ラ
ブ
が
、

初
出
場
で
初
優
勝
を
飾
リ
ま
し
た
。

　
準
決
勝
戦
で
前
年
度
優
勝
し
た
氏

家
町
ク
ラ
ブ
を
２
対
Ｏ
で
敗
っ
た
壬

かんぴよう音頭・踊り保存会のみなさん

実
演
、
展
示
品
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、

県
内
観
光
物
産
の
。
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
普
及
・
拡
大
と
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
リ
ま
し
た
。

　
藤
井
む
ら
づ
く
り
椎
進
協
議
会
と

か
ん
ぴ
ょ
う
音
頭
保
存
会
の
皆
さ
ん

は
、
町
を
代
表
し
て
参
加
し
壬
生
の

か
ん
ぴ
ょ
う
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

生
ク
ラ
ブ
は
勢
い
に
乗
っ
て
、
十
一

月
三
日
清
原
球
場
で
行
わ
れ
た
決
勝

の
日
光
ク
ラ
ブ
戦
に
お
い
て
も
、
一
、

二
回
に
計
五
点
を
奪
う
猛
攻
に
よ
り

５
対
２
で
勝
ち
優
勝
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
最
優
秀
選
于
に
は
増
山
貞
夫

さ
ん
が
、
最
優
秀
監
督
に
は
田
中
作

蔵
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ろ

「
町
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
町
民
室
（
励
二
二
三
四
内
線
一
二
五
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

伝
統
芸
能
で

　
明
る
い
む
ら
づ
く
り

　
壬
生
下
馬
本
の
下
馬
本
む
ら
づ
く

り
推
進
会
議
（
萌
黄
康
一
会
長
）
で

は
、
十
一
月
十
九
日
、
下
馬
本
公
民

館
で
大
杉
ば
や
し
の
練
習
会
と
バ
ー

ペ
キ
ュ
ー
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

おはやしの輪に庖もひとつ

　
こ
れ
は
、
昔
か
ら
伝
わ
る
伝
統
芸

能
の
太
杉
ば
や
し
を
三
十
年
ぶ
り
に

復
活
さ
せ
て
伝
承
す
る
と
と
も
に
、

練
習
を
通
じ
て
人
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ

ラ
ア
イ
づ
く
り
を
推
進
し
、
明
る
い

む
ら
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
、
秋
晴
れ
の
下
、
七
十

命
名
の
参
加
者
が
お
は
や
し
連
の
ベ

テ
ラ
ン
を
講
師
に
、
熱
心
に
太
鼓
の

練
習
に
取
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
昼
に
は
婦
人
た
ち
が
腕

を
ふ
る
っ
た
バ
ー
ペ
キ
ュ
ー
で
西
鉄

を
打
ち
、
さ
ら
に
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

　
同
地
区
は
、
本
年
五
月
に
県
か
ら

　
「
む
ら
づ
く
り
モ
デ
ル
集
落
」
の
指

定
を
受
け
て
お
り
、
今
後
の
活
動
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

壬生クラブ

熟年野球を制す
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あ達者　ｙ

カッフjl，

⑩上長田渡頑

開
墾
当
時
を

フサ

　
　
　
　
な
つ
か
し
む

　
「
結
婚
し
た
頃
は
ま
だ
こ
の
へ
ん

は
山
つ
づ
き
で
、
開
墾
仕
事
が
た
い

へ
ん
だ
っ
た
ご
と
、
利
次
さ
ん
（
七

十
九
歳
）
、
奥
さ
ん
の
フ
サ
さ
ん
（
七

土
ハ
歳
）
が
な
っ
か
し
そ
う
に
話
し

ま
す
。

　
「
万
能
で
木
の
根
っ
こ
を
起
す
ん

だ
が
、
一
目
や
っ
て
も
、
早
い
人
で

一
敏
（
一
ア
ー
ル
）
く
ら
い
し
か
で

き
な
い
ご
ま
た
、
「
戦
争
中
、
肥
料

が
配
給
だ
っ
た
頃
、
開
墾
し
た
畑
に

小
麦
を
播
い
て
も
、
風
が
ふ
く
と
上

と
い
っ
し
ょ
に
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
い
、

そ
れ
が
つ
ら
か
っ
た
ご
と
、
当
時
を

振
り
返
り
ま
す
。

　
結
婚
さ
れ
て
五
十
五
年
を
迎
え
、

八
入
の
お
子
さ
ん
と
十
四
人
の
お
孫

さ
ん
に
恵
ま
れ
、
「
九
月
に
ひ
こ
孫

も
生
ま
れ
た
ご
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

ま
し
た
。

　
今
で
も
ｙ
ん
ぴ
ょ
う
の
最
盛
期
に

は
、
お
二
人
と
も
、
朝
の
三
時
に
は

プレゼント町長に

一 -

起
き
て
か
ん
ぴ
ょ
う
む
き
を
手
伝
っ

て
お
り
、
「
干
す
の
は
全
部
や
っ
て

し
ま
う
に
そ
う
で
す
。

　
お
二
人
の
趣
味
は
、
利
次
さ
ん
が
、

十
年
余
り
続
け
て
い
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
で
、
週
三
回
の
練
習
を
欠
か
さ
ず

や
っ
て
お
り
、
最
近
の
大
会
で
も
準

優
勝
し
ま
し
た
。

　
フ
サ
さ
ん
は
、
長

を
愛
好
さ
れ
て
お
り

い
間
「
民
舞
」

、
年
二
回
、
ご

夫
婦
そ
ろ
っ
て
参
加
す
る
老
人
ク
ラ

ブ
の
旅
行
で
は
、
踊
り
を
披
露
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
利
次
さ
ん
は
、
毎
晩
一
合

と
決
め
て
い
る
晩
酌
も
楽
し
み
の
ひ

と
っ
で
、
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
。

　
「
タ
バ
コ
も
吸
う
し
、
特
に
な
い
。

早
寝
早
起
き
く
ら
い
で
す
ご
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
睦
作
業
所
で
は
、
子
供
た
ち
が
実

習
農
園
で
精
魂
こ
め
て
作
っ
た
お
い

し
い
里
芋
を
町
長
に
食
べ
て
も
ら
お

う
と
、
十
一
月
二
十
四
日
、
町
長
室

を
訪
れ
里
芋
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
訓
練
の
一
部
に
し
よ
う

と
、
十
月
に
行
わ
れ
た
健
康
福
祉
ま

つ
り
で
は
じ
ゃ
が
い
も
を
販
売
、
今

回
の
里
芋
も
老
入
会
や
役
場
の
人
達

に
販
売
し
ま
し
た
。

ム
・
Ｉ
Ｉ

ｊ
－

ｐ

ｊ

アチビッ子

ちゃん(国谷一)
　　　　こ乃すい
糸井孔帥甫坂樹則ちゃん(六美町南部第二)

　
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
十
四
日
生
ま
れ
（
三
歳
）

　
　
（
父
）
糸
井
　
雅
美

　
　
＾
母
゛
　
″
　
玲
子
さ
ん
の
長
男

あ
冊
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
今
の
眼
の
輝
き
を
い
つ
ま
で
も

　
失
わ
な
い
で
は
し
い

　
昭
和
六
十
三
年
九
月
二
日
生
ま
れ
｛
｝
歳
）

　
］
言
ニ
Ｙ
ｊ

あ
Ｉ
さ
ん
瀞
Ｓ
の
一
言

　
誰
か
ら
も
好
か
れ
る

　
素
直
な
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

）
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万

年

唯
一

⑩

し

ぼ
く
は
将
来
、
政
治
家
に
な
っ
て

プ
ソ

匪
界
を
平
和
に
し
た
い
で
す
。

諺
く
の
ゆ
め

「
ゴ
ド

ブ
ド

言
□
☆
言
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
そ
れ
が
も
し
実
現
し
た
な
ら
、
国

境
や
軍
隊
を
な
く
し
争
い
の
な
い
平

和
な
世
界
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
悦
宇
宙
開
発
を
す
す
め
て
他

の
星
に
も
住
め
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
入
口
が
増
え
、
か
ん
き

ょ
う
が
ど
ん
ど
ん
は
か
い
さ
れ
続
け

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
地
球
を
み
す
て
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
あ
い
緑
の

ゆ
た
か
な
か
ん
き
ょ
う
を
守
っ
て
い

く
こ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

③
唐
‰
）
◎
節
節

形
を
変
え
て
あ
げ
て
い
ま
す
。
運
動

会
や
遠
足
な
ど
特
別
な
行
事
の
時
は

ち
ょ
っ
と
、
手
の
こ
ん
だ
も
の
を
や

る
の
で
、
い
つ
も
よ
リ
３
０
分
ぐ
ら
い

Ｉ
ド
レ
ッ
サ
ー
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
で
き
れ
ば
、
外
国
≧
≒
て

本
格
的
に
勉
強
し
て
、
み
ん
な
に
喜

ば
れ
る
よ
う
な
、
ヘ
ア
ー
ド
レ
ヴ
サ

ー
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
明
日

は
、
ど
ん
な
か
み
形
に
し
よ
う
か
な
。

心

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

〔
ズ
㈹
麟
入

1 1
1
作
〕

　
　
短
　
　
歌

芋
の
葉
を
頭
に
の
せ
て
子
ら
二
人

　
　
　
　
　
俄
雨
降
る
野
を
駆
け
て
く
る

腹
立
ち
は
明
日
ま
で
待
て
と
言
ひ
く
れ
し

曽
篠
ハ
竺
心
’
Ｌ

　
　
　
　
　
友
も
怒
り
を
堪
え
ゐ
る
ら
し

蝿
叩
き
持
て
ば
何
処
か
へ
逃
げ
て
ゆ
き

　
　
　
　
こ
こ
ろ
許
せ
ば
目
の
前
を
と
ぶ

旅
行
へ
の
出
欠
届
日
せ
ま
り
き
て

　
　
　
決
断
つ
か
ぬ
わ
れ
に
い
ら
だ
つ

　
　
　
俳
　
　
句

節
大
き
指
で
栗
む
く
ほ
米
寿

　
　
　
　
　
　
　
孫
つ
れ
て
心
の
余
白
埋
め
る
秋

神
林
　
交
点
　
　
秋
口
の
厨
す
み
ず
み
ま
で
磨
く

　
　
　
　
　
　
　
軟
蚊
打
つ
于
は
芋
と
り
の
混
の
ま
ま

新
井
　
ハ
ナ

奥
村
　
ト
シ

鈴
本
　
文
二

山
名
　
多
山

佐
藤
　
淑
子

海
老
出
獄
二
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町
制
施
行
百
周
年
記
念

農
業
祭
盛
大
に
開
催

　
町
制
施
行
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し

た
農
業
祭
が
、
十
一
月
十
八
、
十
九

日
に
壬
生
町
農
協
本
所
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
出
で
賑
い

町長より賞状並びに記念品が贈られる「これを買おうか」農産物即売会にて

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
農
産
物
品
評
会
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
丹
精
し
て
作
ら
れ
た

か
ん
ぴ
ょ
う
や
小
彊
、
ご
ぼ
う
な
ど

が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
希
べ
ら
れ
、
出

来
ば
え
が
競
わ
れ
ま
し
た
、

　
そ
万
他
、
か
ん
ぴ
ょ
う
れ
理
や
豚

汁
な
ど
の
試
食
会
、
バ
ザ
ー
な
ど
や

土
地
改
良
写
真
展
、
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ

ー
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
場
で
は
、
も
ち
つ
き
大
会
や
か

ん
ぴ
ょ
う
音
頭
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
消
費
拡
大
の
た
め
米
や
か
ん
ぴ

ょ
う
が
無
償
配
布
さ
れ
る
な
ど
、
農

業
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
た
く
さ
ん
の
催

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
農
産
物
品
評
会
の
特
別
言

は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
特
別
賞
（
敬
称
略
）

○
県
知
事
言

　
米
（
最
優
等
）
　
荒
川
軍
ツ
中
泉
）

○
県
農
務
部
長
言

　
か
ん
ぴ
ょ
う
（
最
優
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
入
江
　
久
（
中
泉
）

○
県
下
都
賀
農
政
事
務
所
長
賞

　
生
貝
最
優
等
）
石
塚
勘
一
（
且
牡

　
　
　
　
　
　
　
　
）

○
県
栃
木
農
業
改
良
普
及
所
長
賞

　
ご
ば
う
（
般
優
等
示
川
誠
（
劾
谷
）

○
栃
本
立
松
浙
務
所
栃
木
支
所
長
賞

　
米
（
優
等
）
山
野
井
芳
治
（
北
小
慾

○
県
農
業
会
議
会
長
賞

　
里
芋
（
最
優
等
）
梁
川
敬
一
玉
田
）

○
県
米
麦
改
良
協
会
長
賞

　
米
（
優
等
）
小
谷
野
幸
雄
言
ふ
の
宮
）

○
県
農
協
中
央
会
長
賞

　
白
菜
（
最
優
等
）
渡
辺
　
竺
中
泉
）

○
県
社
済
農
協
連
合
会
長
賞

　
大
和
芋
（
最
優
等
）

　
　
　
　
篠
原
宿
太
郎
（
六
美
南
二
）

○
栃
木
地
方
農
業
共
済
組
介
長
賞

　
ボ
ー
レ
ン
草
（
最
優
等
）

　
　
　
　
　
　
　
臼
井
賢
一
半
泉
）

○
町
議
会
議
長
賞

　
大
根
（
般
優
等
）
皐
・
乙
女
弘
晏
塚
）

○
町
農
業
委
員
会
長
賞

　
ね
ぎ
（
最
優
等
）

　
　
　
　
　
赤
羽
根
昌
雄
（
内
部
）

○
町
農
協
組
介
長
賞

　
椎
茸
（
最
優
等
）
荒
川
清
一
半
泉
）

訂

正

　
前
月
号
の
ト
四
ペ
ー
ジ
、
お
達
者

カ
ッ
プ
ル
の
自
治
会
名
、
壬
生
下
馬

木
は
稲
葉
下
馬
本
の
誤
り
で
す
。
ま

た
半
賜
ペ
ー
ジ
・
ぼ
く
の
夢
わ
た
し

の
夢
の
小
川
の
姓
は
山
川
の
誤
り
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

栃
木
地
区
公
衆
衛
生
大
会

　
保
健
衛
生
功
労
者
表
彰

　
十
一
月
八
日
、
藤
岡
町
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
二
卜
四
回

栃
木
地
区
公
衆
衛
生
大
会
が
行
わ
れ
　
　
◇
健
康
教
室
友
の
会

町
内
か
ら
十
六
名
の
方
が
、
保
健
衛

生
功
労
者
と
し
て
、
犬
会
長
賞
、
保
　
　
◇
飲
食
店

健
所
長
賞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
き
れ

ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

◇
医
　
師

◇
看
護
婦

安
楽
之
孝

佐
藤
恵
子

横
山
幸
子

◇
診
療
放
射
線
技
師
坂
本
匍

◇
母
子
保
健
作
進
貢
犬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

槍

◇
美
容
業

稲
葉
サ
キ

丸
山
サ
キ

高
田
千
代

中
里
イ
シ

小
平
雅
昭

柳
田
　
清

小
心
‐
ョ
ネ

◇
食
品
衛
生
優
良
坤
設

　
ふ
じ
た
鮮
魚
店
　
㈲
Ｔ
心
亭

　
中
国
料
理
永
幸

志文

田

愛

子

　
ご
寄
付

　
　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

○
全
一
〇
、
〇
〇
〇
円
稲
葉
カ
ツ
様

○
金
五
、
〇
〇
〇
円

壬
生
町
心
身
障
害
児
者
父
母
の
今
様

○
全
ハ
、
○
○
○
円

壬
生
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
協
議
会
様

○
金
二
八
七
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
お
も
ち
や
団
地
協
同
組
合
様

　
　
　
　
）
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